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AM-715に 関する臨床的研究

山本 俊幸 ・北浦 三郎 ・加藤 政仁 ・永坂 博彦 ・南条 邦夫

森 幸 三 ・加藤 錠一 ・武内 俊彦

名古屋市立大学医学部第一内科ならびにその関連施設

呼吸器系感染症10例,胆 道系感染症1例,尿 路系感染症7例 の中等症ないし中等症以下の内科的感

染症18例 にAM-715を 使用した結果,著 効4例,有 効7例,や や有効4例,無 効2例,判 定不能1

例 の成績を得た。判定不能の1例(マ イコプラスマ肺炎)を 除 く17例中有効以上は11例,64.7%の 有

効率であった。投与量別の有効率では1日300mg投 与群8例 中有効以上5例,625%の 有効率であ

り,600mg投 与群10例 中有効以上6例,66.7%(判 定不能1例 を除 く)の有効率で,両 群間に明らか

な差はなかった。

副作用は全例にみられなかった。臨床検査値の異常が3例 にみられたが,本 剤の直接作用によるか

否かは不明であった。

症例数が少なく結論を出し難いが,中 等症ないし中等症以下の感染症に対して臨床効果が期待出来

る薬剤であると考える。

緒 言

AM-715は 杏林製薬株式会社中央研究所で新 しく開発

された合成抗菌剤であり,quinolinecarboxylic acid誘

導体である。

本剤はグラム陰性菌のみならず,グ ラム陽性菌にも抗

菌活性を示し,他 の類縁化合物に比してその抗菌力は強

く,一 部のnalidixic acid(NA)耐 性菌にも有効であり,

とくに緑膿菌に対する抗菌力は同系薬剤中では最も強い

点が特徴とされている1)。

さらに本剤は経口投与により消化管からの吸収は良好

で,組 織移行(と くに肝,腎)が 高く,体 内ではほとんど

代識をうけず安定であり,大 部分が未変化体のまま排泄

されるといわれている。

今回,私 どもは本剤を内科領域における感染症に使用

したので,そ の臨床効果ならびに副作用について報告す

る。

対 象

対象症例は28歳 から83歳(平 均年齢52.1歳)に わ た る

男性6例,女 性12例 の計18例 であり,そ の疾患別内訳は

呼吸器系感染症10例,尿 路系感染症7例,胆 道系感染症

1例 である(Table 1)。

投与量ならびに投与方法

1日 投与量は300mg(8例)な い し600mg(10例)で

あ り,い ずれも1回100mgな い し200mgを1日3回

毎食後に経口投与した。投与期間は3日 から27日間であ

り,平 均投与 日数および投与量は11.2日 間,5.6gで あ

る。

効果判定基準

1.肺 炎,ピ マン性汎細気管支炎,慢 性気官支炎,胆

のう炎,急 性腎孟腎炎

著効(++):薬 剤投与後7日 以内にすべての自・他覚症

状の消失ないし著しい改善のみられたもの。

有効(+):7日 以内に明らかな改善のみられたもの。

やや有効(±):7日 以内に軽度の改善のみられたもの。

無効(-):7日 以 内に改善のみられなかったもの。

2.急 性扁桃炎,急 性気管支炎,急 性膀胱炎

著効(++):薬 剤投与後4日 以内にすべての自・他覚症

状の消失ないし著しい改善のみられたもの。

有効(+):7日 以内に明らかな改善のみられたもの。

やや有効(±):7日 以 内に軽度の改善のみられたもの。

無効(-):7日 以内に改善のみられなかったもの。

臨 床 成 績

1.　臨床効果

前項の判定基準に従って判定した結果,著 効4例,有

効7例,や や有効4例,無 効2例,判 定不能1例 の成績で

あり,著 効,有 効合せて11例,有 効率64.7%で あ った。

疾患別の臨床効果についてみると呼吸器系感染症では

急性扁桃炎2例(著 効1,無 効1),急 性気管支炎4例(有

効2,や や有効2),慢 性気管支炎1例(有 効1),ビ マン
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Table 2 Laboratory findings of AM- 715 treatment (1)

Table 2 Laboratory findings of AM- 715 treatment (2)
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Fig. 1 Laboratory findings of AM- 715 treatment
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Fig. 2 Laboratory fmdings of AM- 715 treatment
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性汎細気管支炎1例(有 効1),肺 炎2例(有 効1,判 定

不能1)で あ り,胆 道系,尿 路系感染症では胆の う炎1

例(有効1),急 性膀胱炎3例(著 効1,有 効1,や や有効

1),急 性腎孟腎炎4例(著 効1,有 効1,や や有効1,無

効1)で あった。なお症例10に ついては本剤投与中 に マ

イコプラスマ抗体価の上昇を認め,マ イコプラスマ肺炎

と確診されたため判定不能 として扱った。

2.　 細 菌 学 的 効果

本 剤 の使 用 前 後 の 細菌 学 的 な検 索 が行 なわ れ,原 因菌

が推 定 出来 た症 例 は7例 あ り,そ の うち5例 にお い て菌

の 消 失 を み,細 菌 学 的 に も有 効 で あ っ た。 即 ち,Stre-

Ptococcus pneumoniaeの2例 は1例 が消 失,1例 が残 存,

E.coliの2例 は1例 が消 失,1例 が残 存 で あ っ た が,

H.infzuenzae,E.czoacae,Klebsiella pneumniaeの 各1

例 は い ずれ も菌 の 消 失 を み た。
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3.　副 作 用

本剤を使用した18例 全例において自・他覚的な副作用

はみられなかった。

臨床検査値の異常としては症例14に おいて好酸球の増

加(11%→19%)が み られたが,本 剤の投与前にす で に

商値であり,本 剤によるものか否かは不明である。また,

症例16に おいて貧血(赤 血球数515→454→360×104,ヘ

モ グロビン15.2→13.4→10.39/dl)が みられてい る が,

本症例は血清尿素窒素は正常であるが,ク レアチニン ・

クリアランスにおいて52ml/minと 腎障害を合併 してお

り,本 剤が直接影響 したか否かは不明である。また,症

例17に おいて,本 剤投与中にGOT(21→49→30),GPT

(11→47→24)の 一過性の上昇をみたが,継 続投与にも

拘らず正常化している。本例においては基礎疾患(気 管

支喘息)に 対する薬物の影響も否定出来ない。

他の症例においては検討された範囲内において異常値

の出現はみていない。

総括ならびに考案

すでに述べた通り,AM-715は 従来のナリジクス酸系

薬剤に比して抗菌力が強 く,よ り広い抗菌スペクトルを

持ち,グ ラム陽性菌にも抗菌力を有することか特長とさ

れている。従って,従 来の同系薬剤には呼吸器系感染症

への適応が求められなかったが,今 回,10例 の呼吸器感

染症に本剤を使用し,著 効1例,有 効5例,や や有効2

例,無 効1例,判 定不能1例 の結果を得,判 定不能例を

除 く9例 で有効以上6例66.7%の 有効率を得 た。この

ことは急性呼吸器感染症の起炎菌 としてはグラム陽性菌

の頻度が高い点からみて,本 剤の抗菌力に関する基礎成

績を裏付ける成績 と考えられる。

また,本 剤の抗菌力の強さからみて,従 来の同系薬剤

に比して投与量においてより少量で効果が期待出来るか

であるが,今 回,私 どもは8例 で1日300mg,10例 で

600mg投 与 を行なった。 その結果,300mg投 与 例で

は,著 効3例,有 効2例,や や有効1例,無 効2例 であ

り,有 効以上が5例625%の 有効率であり,600mg投

与例では著効1例,有 効5例,や や有効3例,判 定不能

1例 で有効以上6例 有効率66.7%で あった。 これ らの

300mg投 与例と600mg投 与例におい ては有効率に明

らかな差はみられなかったが,300mg投 与例において

著効例が多かった点は興味深い所である。症例数が少な

く,さ らに症例を増して検討する必要はあるが,従 来の

同系薬剤の1日 投与量(2～3g)2)に 比 して300～600mg

とい う少量投与でかなりの臨床効果が期待出来るものと

考えられる。

最後に安全性については,本 剤投与の18例全例に自覚

的な副作用はみられなかったが,3例 において臨床検査

値上好酸球増多,貧 血,GOT,GPTの 一過性の上昇が

みられた。しかし,こ の3症 例共に本剤以外にもその原

因 とな り得る要因があり,確 実に本剤によるものか否か

の決定は困難であった。今後,さ らに検討を加える必要

があるものと考えられる。

以上の結果からみて,本 剤は内科領域において,中 等

症ないしは中等症以下の感染症に使用し得る薬剤である

と考える。
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CLINICAL STUDY ON AM- 715
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AM- 715 was administered to 18 patients who consist of ten cases with respiratory tract infection, one with biliary
tract infection and seven with urinary tract infection. The following results were obtained:

1. Clinical response to AM- 715 was excellent in 4 cases, good in 7, fair in 4, poor in 2 and unknown in 1. The
clinical efficacy rate was 64.7% in 17 cases excluding 1 case with mycoplasma pneumonia ("unknown").

2. Clinical efficacy in groups at daily doses of 300 mg and 600 mg was "excellent" or "good" in 5 out of 8 cases

(62.5%) and in 6 out of 9 cases (66.7%), respectively. No significant difference in efficacy was observed between the
two groups.

3. No subjective side effect was observed. In 3 cases, there were changes in laboratory findings such as reduced
eosinoplails, anemia and transient elevation of transaminase. It could not be determined whether these were due to the
administration of AM- 715 because of the concomitant treatment with other drugs.


